
“ものづくり”のベストパートナー

携帯型蛍光Ｘ線装置の特徴

あらゆる現場分析に対応いたします。

●製品価値を損ないません。
分析用のサンプルを切り出す必要がなく、非破壊での検査が可能です。

●あらゆる金属材料に適用可能です。
一般的な低合金鋼から高合金鋼、各種合金（コバルト、アルミニウム、チタン、銅、ニッケル）まで適用可能です。

●電源の無い現場や狭い場所においても、その場で分析が可能です。
装置重量は約1.7kgと軽量です。
リチウムイオンバッテリにより駆動します。

●迅速に分析結果が得られます。
測定時間は約5～20秒です。

●PMI 試験

（Positive Material Identification Test）

PMI試験とは、厳しい条件化で使用されるプラント設備部

品や溶接箇所が定められた正しい材料で製作されている

事を証明するための試験です。

近年では、海外向けの設備仕様書にPMI試験の実施を

義務付ける企業が多く見られるようになりました。

現場で簡単に成分判定！ PMI試験にも威力を発揮！！

携帯型蛍光Ｘ線装置によるオンサイト成分分析

オンサイト分析の実施例 （ＰＭＩ試験）

●基本仕様

PCへのデータ取込（USB）・解析通信

FP法（ファンダメンタル・パラメータ）定量

高画素カラー表示（タッチパネル式）表示

Arm11プロセッサ（FPU搭載）CPU

Li-ionバッテリ（連続4時間駆動）電源

Mg ～ Pu測定元素

SDD（Silicon Drift Detector 25mm2）検出器

Rh 最大40kV － 100μAX線管球

約1.7kg重量

当社では、オンサイト(現場)でのPMＩ試験も行います。

また、英文によるレポート作成も対応いたします。

図2．ＰＭＩ試験の実施例図1．スクロールタッチパネル操作画面
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●定量下限は、測定対象元素により異なります。
定量下限と適用範囲の一例を図3に示します。

●分析表面に塗料や皮膜がある場合は、研磨等により取り除く必要があります。

●Ｘ線の照射径は、φ8mm程度ですが、分析に際しては、φ15mm程度の平滑面が必要です。

●鍍金膜厚（≦20μm）の計測も可能です。 ※標準試料が必要です。

●その他、ご不明な点はお気軽にご相談ください。

ご依頼に際して
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図3．定量下限と適用範囲


